
 

私立大学図書館協会西地区部会 九州地区協議会 

2008 年度 九州地区研究会準備委員会 議事録 

 

日  時     2008 年 11 月 21 日（金）14:00～15:30 

会  場     長崎純心大学 会議室２ 

参加者 

地区別・職務上 

内規第 3 条による 

大学名 役職名 氏名 

九州中部 

［2009 年度研究会幹事校］ 

長崎純心大学 館長 

事務室長 

司書 

岩下  康夫 

岩﨑  由希子 

熊野  志保 

福岡南部 福岡国際大学 

福岡女子短期大学 

課長 下條  瑞恵 

九州中部 東海大学 課長補佐 板東  弘 

九州南部 沖縄国際大学 課長 金城  智子 

九州地区理事校 福岡大学 課長 

課長 

中村  芳比古 

世戸  英雄 

内規第 3 条第 3 号による出席 

［2008 年度研究会幹事校］ 

九州国際大学 事務室長 甲斐  富美子 

内規第 3 条第 2 号による出席 

［次期理事校］ 

九州産業大学 事務室長 

庶務係長 

城戸  武文 

宮丸  由美子 

           ７館 １１名 

 

１．開会の言葉     九州地区理事校 福岡大学 課長 中村 芳比古より 

 

２．当番校挨拶     2009 年度幹事 長崎純心大学 館長 岩下康夫より 

 

３．議長選出       恒例により理事校の福岡大学 中村課長が議長に選出され、承認された。 

 

４．資料確認 

    ①2008 年度 九州地区研究会準備委員会 出席者名簿 

    ②私立大学図書館協会西地区部会 2008 年度九州地区研究会準備委員会 資料 〈福岡大学〉 

    ③2008 年度九州地区研究会報告 〈九州国際大学図書館〉 

    ④2009 年度九州地区研究会実施計画(案) 〈長崎純心大学〉 

 

５．自己紹介  



６．協議事項 

  （１）2008 年度九州地区研究会について 

      １）2008 年度幹事校の九州国際大学の甲斐富美子事務室長より、資料に基づき以下の報告

がなされた。 

①研究会の準備から実施までの経過 

②2008 年度研究会全般所見 

③研究会収支報告 

 

２）福岡大学 中村芳比古課長より以下の所見があった。 

   ①研究会での発表者選出に毎回苦労している。希望者がいたら是非お願いしたい。 

   ②事例発表は短い時間でもいいので、たくさんの報告がある方が望ましい。 

 

３）研究会記録は当番校が毎年冊子体で作成することが確認された。 

 

４）研究会記録のホームページ掲載は今後の課題として検討していく。 

 

 

  （２）2009 年度九州地区研究会について 

      １）開催日時・会場について 

会場：長崎純心大学 

日時：2009 年 8 月 21 日 

研究会 10：00～16：30 

      昼休みに図書館内見学 

懇親会 17：30～19：30 

      会場はホテルニュー長崎（長崎駅横）を予定 

      大学から長崎駅までチャーターバスを出す 

上記の予定で計画を進める 

 

２）メインテーマについて 

当番校長崎純心大学より「機関リポジトリにどう取り組むべきか」というテーマの提案

があり、それに対して次のような意見が出た 

・一部の大学に特化した問題ではないか。もっと一般的なテーマはどうか。 

・リポジトリに対する取り組みが各大学によって違う（図書館が管轄してない所もある） 

・リポジトリ自体まだよくわからないので事例発表が不安 

・すでに実践している国立大学に講演や事例発表をしてもらう方法もあり、いい勉強の

機会になるのではないか 

これらの意見を踏まえて最終的に 5 月までにテーマを決定する 



 

      ３）発表者、人選、時間配分など 

・講演依頼は幹事校を中心に話し合って決める 

・10 時開会、午前中に講演１題、午後から研究発表または事例発表を３、４題行う 

・3 月ごろまでにメインテーマ等概要を決め、5 月の幹事会で正式に決定する 

 

４）参加費、予算について 

   ①参加費 

今年と同様  1 人あたり研究会費 1,000 円  懇親会費 5,000 円 

   ②予算 

    地区研究会幹事校交付金  70,000 円 

    地区研究会交付金（基礎）60,000 円 

    地区研究会交付金×加盟校 5,500 円 ×54 校  ※2008 年度新規加盟校 2 校を含む 

    合計                   427,000 円 

 

５）その他、今後の作業日程について 

・発表に必要な機器等は講演者、発表者が決まってから詳細を打ち合わせする 

・幹事校を中心に 3 月ごろまでに概要を設定し、2009 年度第１回幹事会（5 月初旬）に

て承認できるよう準備を進める。 

 

 以上 


